



Customs and Beliefs concerning Deep-sea Fishing in Kesennuma-Oshima in the Early Showa Era :
































No 標　　題 年月日 西　暦 内　　容 型式 冊数
1 漁船納屋出入帳 T 6/5 1917 横帳 1




3 漁船納屋出入帳 T 8/1 1919 横帳 1
4 漁船鰹納屋出入帳 T 9 1920 横帳 1
5 漁船鰹納屋出入帳 T13 1924 横帳 1
6 漁船鰹納屋出入帳 T14-S4 1925-29 横帳 1
7 鰹船大漁経営帳 S 7 1932 洋綴 1
8 鰹船大漁経営帳 S 7 1932 共栄丸に於ける会計 洋綴 1
9 漁船大漁経営帳 S 8 1933 中山商店会計簿 洋綴 1
10 漁船大漁経営帳 S 9 1934 共栄丸会計簿 洋綴 1
11 漁船大漁経営帳 S10 1935 共栄丸会計簿 洋綴 1
12 漁船大漁経営帳 S11 1936 共栄丸会計簿 洋綴 1
13 漁船大漁経営帳 S12-13 1937-38 共栄丸会計簿 洋綴 1




































































とに 1冊作成され、カツオ節や魚肥を製造する鰹切納屋の「納屋ノ部」、 4月から 9月のカツオ漁
の「カツオノ部」、冬期のマグロ延縄漁の「縄ノ部」と、それぞれの操業経費が費目ごとに整理さ
























年　代 水揚金 船掛り 水夫歩合 償却及保険 計 利益
昭和 6年 6,474.22 5,775.84 2,810.85 257.81 8,844.50 △ 2.370.28
昭和 7年 33,471.80 16,065.12 10,874.29 5,346.07 32,285.48 1,186.32
昭和 8年 53,546.46 19,811.72 16,432.51 12,312.43 48,557.66 4,988.81
昭和 9年 53,723.12 24,473.55 14,443.53 11,817.01 50,734.09 2,989.03
昭和 10年 52,415.03 26,789.11 14,668.51 8,358.23 49,815.85 2,599.18




たに盛土をした基礎の上に、40坪（縦 4間・横 10間）の工場の再建を計画している（表 2）。業種
としては海産物製造とあり、カツオ節の他、魚肥の製造などを行っていた（図 2）。
表 2　小田中山納屋の補助申請備品
No 設備 被害前の数量 補助申請の数量
1 建物坪数 55坪 40坪
2 煮釜 3基 4基
3 煮籠 90 90
4 セイロ 600 800
5 冷櫃 4 6
6 肥料溜 4 4
7 〆胴 1 1
8 ジャック 1 1









は「万亀丸諸ヒ」という費目があり、「 9月 21日 金七円二十銭 登記ヒ用　金二十円 新作ニ礼























出するなどして、 1航海で約 3万 6千円の水揚げを
記録し、大きな話題となっている（図 4）。



































費　目 金　　額 項　　　目 金　　額
　【1】入料 　【2】水揚げ （16航海）25.430円 52銭
1.参詣費 182円 20銭 三崎 （神奈川県）
2.船具費 5.693円 80銭 銚子・勝浦 （千葉県）
3.漁具費 3.648円 塩釜・石巻 （宮城県）
4.通信費 485円 93銭 宮古 （岩手県）
5.餌代 3.423円 69銭 沖尋 267円 11銭
6.氷代 1.461円 47銭
7.石油代 6.151円 40銭 　【3】当り金 272円 14銭
8.機関費 1.989円 14銭 船元 194円 10銭
9.主食費 1.944円 44銭 船頭 283円 83銭
10.副食費 453円 15銭 通信士 　 350円
11.諸雑費 362円 57銭 船長 　 136円




















































4/ 8 少林寺祈禱会ニ 3円 11/ 2 村社参詣費 4円 50銭
4/ 9 御膳金村社、波切様 4円 50銭 11/ 2 餠米、サトー代 4円
4/ 9 御日祭ノ酒及米其他 13円 10銭 11/25 村社参詣ヒ 　　 25銭
4/23 成田山御膳金 2円 20銭 2/14 成田山　〃 1円
5/ 2 金比羅山　〃 2円 10銭 御日祭酒代 5円 50銭
5/14 御昼夜ノ掛リ 2円 50銭 15円 25銭
5/31 御施餓鬼ニ 　　 50銭 魚代 　　 50銭
5/12 金華山御膳金 10円 10銭 御日待米御賽銭 1円 80銭
〃 金華山御守札 3円 10銭
〃 出舟祈禱料 1円 計 17円 55銭
〃 竹駒社御膳 7円 20銭
〃 青麻社　〃 13円 55銭
〃 塩釜社　〃 14円 5銭
5/17 鎌倉社　〃 5円
7/ 1 祈禱料 2円 5銭

























































































4/25 御賽銭及酒代 3円 20銭
4/25 波切様御膳金 2円 10銭
4/25 御日待入ヒ 15円 70銭
5/ 6 御中夜入ヒ 2円 70銭













4/18 御膳金三ヶ所分 11円 50銭
4/23 崎祭御初穂 2円
4/20 御日祭ノ入料 11円 85銭
4/23 村社ニ寄進 10円
5/15 御□□ノ入費 2円 50銭
4/24 金華山ニ 10円 20銭
4/26 塩釜神社ニ 13円 70銭
4/26 青麻山ニ 12円 40銭
4/26 竹駒様ニ 5円 50銭










御膳金 村社、長命寺、西光寺分 6円 60銭
モノマ子入ヒ 10円
御神入ニ 2円 65銭
5/ 5 光明寺御膳金 2円
7/ 2 金華山外参詣金 43円 17銭
7/ 5 御崎様参詣金 10円 20銭






4/ 8 少林寺祈禱会ニ 3円
4/ 9 御膳金村社、波切様 4円 50銭
4/ 9 御日祭ノ酒及米其他 13円 10銭
4/23 成田山御膳金 2円 20銭
5/ 2 金比羅山　〃 2円 10銭
5/14 御昼夜ノ掛リニ 2円 50銭
5/31 御施餓鬼ニ 　　 50銭
5/12 金華山御膳金 10円 10銭
〃 金華山御守札 3円 10銭
〃 出舟祈禱料 1円
〃 竹駒社御膳 7円 20銭
〃 青麻社　〃 13円 55銭
〃 塩釜社　〃 14円 5銭
5/17 鎌倉社　〃 5円
7/ 1 祈禱料 2円 5銭





11/ 2 村社参詣費 4円 50銭
11/ 2 餠米、サトー代 4円




























4/18 金華山外ニ社参詣 39円 70銭
7/20 御崎様参詣 10円 10銭
8/14 御船玉祭り 2円
8/19 波切様参詣 2円 50銭




4/ 8 少林寺御祈禱会 5円




4/10 金華山、塩釜、青麻山 36円 30銭




2/ 1 旗場ノ入ヒ 3円
2/14 成田山ニ 2円
2/28 御崎様参詣 13円 5銭
18.5
昭和 9年（1934）
4/ 1 西光寺御膳金 2円 25銭
2/28 御日祭用酒其他 12円 18銭
4/ 8 金華山御膳金 15円 20銭
4/ 9 塩釜御膳金 20円
4/ 9 青麻山御膳金 14円 70銭





10/17 米其他御日待用 28円 33銭
11/ 4 成田山参詣ニ 1円 20銭
11/ 8 米其他浦組二 15円 84銭
11/24 安房神社参詣 25円 50銭
12/19 塩釜神社参詣 12円
1/26 祈禱料 　　 50銭
2/19 御初穂及御旗布 1円 50銭
2/18 村社御膳金 1円
2/17 御崎様 10円 10銭
昭和 10年（1935）
4/ 2 光明寺西光寺御膳 5円
4/ 4 崎祭御初穂神山 5円
4/17 村社参詣費 2円
4/30 成田山御祈禱料 2円
5/ 5 善宝寺、善光寺、成田山ニ 25円
4/14 金華山塩釜青麻安房半僧坊 御膳金 82円 17銭
5/21 成田山参詣金 23円
6/14 三ヶ処御膳金　旅ヒ 16円




　 21 御祈禱料 1円
9/19 弁天様キフ 2円
　7人計 18円 70銭






4/ 4 光明寺御膳金 2円 50銭
4/ 7 村社、成田山御膳金 5円 50銭
4/11 伊左エ門神徒ニ 1円
4/12 崎祭御初穂 5円
4/ 1 金刀比羅山御膳金 2円 20銭
5/14 守谷山参詣金 10円
5/29 観音寺様ニ 1円 10銭
6/16 波切様ニ 1円
6/19 竹駒様ニ 5円
7/ 6 参詣用ニ 　　 25銭
7/15 村社参詣 1円 5銭
4/13 参詣金旅ヒ共 49円 50銭
5/13 参詣金旅ヒ共 14円 50銭





8/11 古峯山祈禱 2円 50銭




11/11 成田山ニ 1円 10銭




12/10 金比羅様其他 13円 20銭
12/24 塩釜、竹駒山ニ 21円 29銭
1/17 参詣金 10円 60銭
　計 65円 9銭





4/ 7 竹駒様ニ御祈禱料 3円 50銭
4/10 成田山波切金比羅山 御膳金 7円 50銭
4/25 村社及金比羅山ニ 4円 50銭
善宝寺参詣金 船頭 16円 50銭
5/19 守や地蔵尊詣り 6円 50銭
5/31 竹駒様参詣 5円
6/ 1 浅根御神ニ 2円
6/28 中信及御船玉□□□ 4円 50銭
4/30 金華山其他参詣金 66円 30銭
4/30 神山祈禱料 5円
6/ 7 鹿島様参詣 13円 90銭
7/ 3 御中昼ノ掛リ 3円 90銭
7/13 稲荷様参詣 7円 20銭
7/22 三光様ニ 50銭
7/24 御崎様参詣 23円 20銭
8/ 3 金比羅山ニ 1円






11/ 1 守屋様参詣 7円
10/31 神山ニ 6円
11/15 竹駒様ニ 5円 50銭





4/10 金比羅山御膳金 2円 50銭
4/15 村社御膳金 4円 30銭
4/18 御祈禱料金毘羅山 　　 30銭




5/20 竹駒山其他祈禱ニ 5円 80銭
6/16 参詣金 　　 75銭
5/ 6 薬師様キフ 15円
室根山ニ 3円
5/15 参詣金四ヶ所分 52円 60銭
5/15 参詣金 2円
6/ 4 参詣金 7円 78銭
6/26 参詣金誕生寺ニ 9円
7/25 御崎様参詣ニ 　　 25銭 50銭
　計 140円 3銭





11/ 5 御日待及酒代共 11円 50銭
11/ 1 村社ノクジ引ニ 　　 50銭
11/19 成田山及祈禱料 2円 50銭
　計 14銭 5銭
12/27 御施餓鬼ニ 1円
1/ 5 村社参詣 1円 10銭






































































































































































































































































































































































































































































№ 対　象 法　量（cm） 描　画　材 奉　納　者縦 横
1 包丁 25.5 36.2 和紙・墨 第二十二神明丸
2 包丁 18 28 和紙・墨 奉納　第三勢和丸
3 包丁 15 30 和紙・墨 奉納　第八勇□□
4 包丁 25 35.8 和紙・鉛筆 奉納　平島網
5 包丁 20 25 木材・ブリキ 奉納　小野寺一男
6 ハンマー 16 23 和紙・着彩 奉納　平島網
7 ヘビ 25 36.7 和紙・墨 及川ひと江
8 ヘビ（対）28 37 和紙・墨 高橋えみ□
9 ヘビ（対）25.5 36.8 和紙・墨 道新
10 ヘビ（対）27.8 42.5 和紙・墨 水上くに子
11 ネコ 37.8 26.8 和紙・墨




































































































































































































































































































№　 年　　代 碑　　文 地　区（場　所）
1 宝永元年（1704）己巳奉供養 磯草（不動堂）
2 宝永 4年（1707）己巳奉供養辯財天　 高井（大島小学校）
3 宝永 4年（1707）奉供養己巳本地辯財天宇賀神将　崎浜（壇ノ平長命寺墓地）
4 正徳 3年（1713）己巳奉供羪 外浜（地蔵堂）
5 正徳 5年（1715）己巳奉供養 浦の浜（光明寺）
6 享保元年（1716）己巳奉供養 要害（西光寺）
7 享保 14年（1729）己巳奉供羪 崎浜（壇ノ平長命寺墓地）
8 享保 17年（1732）己巳奉供羪 田尻（久須師神社）
9 寛保元年（1741）己巳奉供養 浦の浜（光明寺）
10 宝暦 4年（1754）己巳奉供養 浦の浜（経壇）
11 宝暦 4年（1754）庚申己巳奉供養 田尻（久須師神社）
12 宝暦 4年（1754）己巳奉供養「以下不明」 浦の浜（光明寺）
13 宝暦 9年（1759）己巳待供養 要害（要害の鼻）
14 明和 3年（1766）庚申己巳奉供養 田尻（御霊神社）
15 明和 4年（1767）庚申己巳奉供養 要害（西光寺）
16 安永 3年（1774）巳待 浦の浜（経壇）


















































































































年　月　日 地区 人数 職業 講員数 登拝者の年齢
大正 2　 6/26 長崎 20
大正 3　 2/15 崎浜
要害
田尻 3
大正 11　 7/27 田尻 7 漁業 20人講中 24.25.26.28.30.35
 7/27 浅根 5 漁業 26人講中 17.20.21.33.35
 7/29 磯草 5 漁業 26人講中 21.22.29.30.31
 7/29 高井 6 大工










































































遠洋漁船を多数有する宮城県が 4000トンを超過して第 1位を占めている［古川　1959：p 3］。
　三崎は戦後になると、遠洋マグロ専用船の漁業基地として大きく発展する。昭和 31（1956）年の
三崎の遠洋漁業事業所関係の労働者の出身をみると、徳島・三重・高知・千葉に次いで、宮城県本
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